






























和暦 西暦 世帯 人口
明治 12 1879 （281）（2,080）
明治 45 1912 （465）
大正 1 1912 465 2,894 
3 1914 481 
8 1919 513 3,308 
13 1924 563 3,651 
昭和 5 1930 585 3,732 
10 1935 641 4,155 
11 1936 407 4,209 
13 1938 659 4,281 
30 1955 768 5,300 
35 1960 804 5,534 
40 1965 920 5,516 
45 1970 1,007 5,466 
50 1975 1,079 5,368 
55 1980 1,116 5,201 
60 1985 1,163 4,961 
平成 2 1990 1,165 4,718 
7 1995 1,147 4,330 
12 2000 1,141 4,036 
17 2005 1,128 3,650 
22 2010 1,124 3,256 














































































































文書名 文書点数 昭 25 目録 筆写稿本 目録刊行 自宅返還 水産庁所蔵 常民研所蔵
大島村役場文書 8 ○ 文
大島漁業組合文書 11 ○ 文
村上茂夫家文書 659 ○ △ ○ ○
小野寺広家文書 48 ○ ○
小山文市家文書 14 ○ ○
菅原彦太郎家文書 3 ○ ○
小野寺菊四郎家文書 34 ○ ○
小山泰蔵家文書 31 ○ ○

































































460 ほや ･さけ漁業 11











630 共済 ･保険 ･年金 139
640 災害復旧 ･公害防止 97
650 営業関係 7
690 伝票 ･カード等 20
700　組合経理 678
















































































第 2 集 128 肝入文書．流人文書．海上文書
第 3 集 403 普請．金銭出入．土地．和洋本
第 4 集 220 行政．地籍．戸籍．土木．書簡
第 5 集 195 明治行政．村会．漁業．学校
第 6 集 315 年貢下札．夫役．貸金．寺普請




















　今回発見された文書、書籍類を整理して「外畑家文書 1 ～ 7 集」として目録を作成して、今次の
研究にも使用することとしている。同家では明治年間に村長職を務めたので、発見された文書の中
には、行政・社寺・兵事・土木関係等の文書が見られる。また、明治時代に家人たちが読んだ教科
書から一般図書、筆写した本など貴重な資料がある。こうした資料をどのように保存し、利用する
かも今回の研究の中で考えていきたい。
7）本書における資料の引用について
　本書の執筆にあたっては、被災後に救出された「大島漁協文庫」の資料やその他の伝来資料を用
いている。その引用にあたっては、原資料名を明記し、図版・表等についても出典を明らかにする
ように努めた。ただし、「大島漁協文庫」資料の場合、極力被災以前に作成された目録 No. を付し
たが、その後新たに加わった資料については、改めて目録を作成中であるため No. を付すことは
できなかった。また、原資料が震災によって流出したり、保存状況が変化したことで判読が困難と
なっていたりするものについては、執筆者の判断で、以前記したメモを参照している場合があるこ
とをご留意いただきたい。震災流失資料等に関するそれらのメモについては今後、極力「大島漁協
文庫」とともに保存していくことによって、本書を用いる方々のさらなる研究の一助となるように
したいと考えている。
